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第３ 章　 基　 本　 計　 画

１ ． 輝く こ ども たち  【 子育て・ 教育】

①こ ども ・ 子育て支援の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

●

物価高騰も 相まっ て、 子育てにかかる 経済的負担感の高まり やこ ど も の貧困問題など の社会

問題が増加し ています。

児童虐待に関する 社会の関心の高まり や家族形態、 家庭環境の変化など から 児童虐待等の相

談数が増加し ています。 また、 関係者が把握し ていないヤン グケアラ ーが潜在し ている 可能

性も あり 、 実態把握を 進めていく 必要があり ます。

子育てを する中で抱える 不安や悩みが多様化し ています。

発達に心配がある こ ど も に関する 相談内容が多様化し ており 、 こ ど も を 見守る 機関の専門性

が増し ています。

放課後や長期休業中における放課後児童ク ラ ブの利用希望者が増えています。

働く 女性が仕事を し ながら 産み育てる のにまだ多く のハード ルがあり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

●

妊娠・ 出産・ 子育てにかかる経済的負担の軽減、 多子世帯への経済的支援が必要です。

児童虐待やヤン グケアラ ーなど 、 こ ど も 、 児童、 家庭に関わる 相談に迅速かつ適切に対応す

る 必要があり ます。

こ ども ・ 子育て支援に関する 多種多様化し た相談ニーズに対し て、 各種機関と の連携を 図り 、

迅速かつ適切に対応する 必要があり ます。

安心し て産み育てる ために妊娠から 出産、 子育てまで切れ目のない支援が重要です。

放課後児童ク ラ ブの利用に際し 、 保護者の負担を よ り 軽減する 必要があり ます。

家庭だけでなく 、 地域社会全体でこ ども を 育てる環境づく り が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

オールまつさ かで応援！「 こ ども まんなか」のまち
　 多様な価値観・ 考え方を 尊重し 、 自分ら し い妊娠・ 出産・ 子育ての希望を かなえら れる よ う 、 切

れ目なく こ ど も の成長を 支える と と も に、 オールまつさ かでそれぞれの立場から 子育てを 応援でき

る まち を めざし ます。

■ 主な取組

●

●

●

児童手当の支給要件を 拡充し て子育てにかかる 経済的支援を 強化し ます。

出産・ 子育てに関する 経済的支援（ たまごギフ ト ・ ひよ こ ギフ ト ）を 実施し て相談支援につな

げます。

第３ 子以降の児童生徒に対し 、 給食費の無償化を 行い経済的負担の軽減を 図り ます。

こ ど も 医療費助成・ 一人親家庭等医療費の助成によ り 、 子育て世帯への経済的負担の軽減に

取り 組みます。

母子保健と 児童福祉の一体的な体制で予防的視点を も っ た連携と と も に児童虐待等への専門

的相談対応、 関係機関と の連絡調整を 行い迅速かつ円滑な相談体制を 推進し ます。

こ ども と の関わり 方に悩みを 抱えている 保護者及びその児童に対し 、講義やグループワーク 、

ロ ールプレ イ 等を 通じ て、 親子間における適切な関係性の構築を 図る 講座を 実施し ます。

ふだん保育所等に通っ ていないこ ども を 対象に「 こ ども 誰でも 通園制度」を 実施し ます。

親と こ ども の交流の場と し て、 子育て支援セン タ ーの利用促進に努めます。

支援を 必要と する こ ども の就園就学等の相談支援を 早期から 他機関と 連携し て行います。

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉
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1 .  輝く こ ども たち

■ 関連計画

●

●

●

松阪市子ども ・ 子育て支援事業計画（ R7 年度よ り 松阪市こ ども 計画に包含）

松阪市障がい児福祉計画

松阪市教育ビ ジョ ン

●

●

●

●

N ew ! !

ひと り 親家庭に有益な情報を LIN Eで発信する LIN E公式アカ ウン ト「 松阪市ひと り 親家庭支援」

の運用を 開始し ます。

流産・ 死産の経験がある 方への相談窓口や、 産後ケアなど 受けら れる サービ スの情報提供を

行います。

療育を 必要と する こ ど も の保護者等を 対象と し たペア レ ン ト ・ ト レ ーニ ン グの充実を 図り

ま す。

放課後児童ク ラ ブの運営に指定管理者制度を 導入し ていき ます。

病児・ 病後児保育と 一時預かり 保育を 充実し ます。

仕事と 子育ての両立に積極的に取り 組む事業者を 増やすため、「 く る みん認定」（ 厚生労働省）

を 受けた事業者へ奨励金を 支給し ます。

積極的にこ ど も や子育てにやさ し い取組を し ている 事業所を「 松阪市子育てにやさ し い事業

所」と し て認証、 また授乳・ おむつ替え等の設備を 無償で使用でき る 事業所を「 赤ち ゃ んの駅」

と し て認証し 、 ホームページ等で周知し ます。

N ew ! !

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

●公民連携の推進
■

■

放課後児童ク ラ ブ の運営について 、 民間事業者を 指定管理者にする こ と で 、 放課後児童

ク ラ ブ運営の合理化が期待でき ます。

事業所と 連携し て、 働き ながら 安心し て子育てでき る まち づく り に取り 組みます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

安心し て子育てでき る まちになるこ と で、 子育て世代の定住につながり ます。

子育てにやさ し い事業所認定やく る みん認定取得奨励金によ り 、 事業主の取組を 促進す

る こ と で子育てと 仕事の両立が図ら れ、若者世帯の定住につながる こ と が期待でき ます。

横断的取組

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

妊娠届出時面談におけるサポート プラン作成率 ー 1 0 0 .0 %

児童虐待による死亡等重篤事例件数 0 件 0 件

就学時等における発達に関する相談についての個
別保護者アンケート 満足度

9 0 .0 % 9 5 .0 %

こども 誰でも 通園制度の実利用者数 ー 1 0 0 人

指定管理者制度に変更し た放課後児童クラブ数 0クラブ 1 0クラブ

N ew ! !

若者・ 福祉
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市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

地域ぐ る みでこ ども を 育てまし ょ う 。

児童虐待防止やヤン グケアラ ーの把握のため、 気になる こ と や心配な様子があれば、 こ ど も

家庭セン タ ーや児童相談所等に通告し まし ょ う 。

子育てを する人同士の仲間づく り を し 、 相談でき る 人・ 場所を 見つけまし ょ う 。

こ ども と 一緒に地域イ ベン ト 等へ参加し まし ょ う 。

再定義の視点
◆

◆

こ ど も が生まれる 前から 大人になる まで切れ目ない育ち の環境を 支援する こ と で、 シビ ッ ク

プラ イ ド の醸成が図ら れ、 定住率の向上、 地域を 次世代につなげる 好循環が生まれます。

保護者の子育てに対する 不安解消や仕事と 子育ての両立を 応援する こ と で、 少子化対策や地

域経済の活性化が図ら れます。

― 34 ―





第３ 章　 基　 本　 計　 画

１ ． 輝く こ ども たち  【 子育て・ 教育】

②未就学児への支援

■ 現　 　 状

●

●

●

●

仕事を し ながら 子育てを するこ と にまだ多く のハード ルがあり ます。

多様な働き 方やラ イ フ スタ イ ルにより 様々な保育ニーズへの対応が求めら れています。

保育士の配置基準が見直さ れ今後、 更に保育士が不足するこ と が予想さ れます。

保育園・ こ ど も 園・ 幼稚園施設の老朽化や、 少子化に対応する ために、 施設の整備、 再編・

統廃合が必要と なっ ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

仕事と 育児を 両立でき る よ う 保護者の希望に沿っ た入園ができ る体制が必要です。

保護者の負担軽減のための充実し た保育サービ スが求めら れています。

将来にわたり 安定し た保育人材確保のため、 人材育成支援の取組が必要です。

保育園・ こ ども 園・ 幼稚園施設の整備、 再編・ 統廃合を 行う 必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

保育サービス充実でこ ども の笑顔1 0 0 ％のまち
　 大切な乳幼児期に質の高い教育・ 保育を 提供する こ と で、 こ ども の健やかな成長と 子育て中の保

護者を 支援し ます。

■ 主な取組

●

●

保護者が、 育児休業から 復職さ れたタ イ ミ ングで入園ができるよう 入園予約事業を行います。

家庭での保護者負担を 軽減する ため、エプロ ンや手口ふき のサブスク（ 定額でのサービ ス提供）

を 実施し ます。

入園申込みや子育てに関する手続き を オンラ イ ン化し ます。

安定し た保育所運営のため将来を 見据えた保育人材の確保対策を 行います。

保育園・ こ ども 園・ 幼稚園のあり 方を 検討し 施設の再編・ 統廃合等を 進めます。

● 数 値 目 標 ●

■ 関連計画

● 松阪市子ども ・ 子育て支援事業計画（ R7 年度よ り 松阪市こ ども 計画に包含）

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉 公民連携

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

保育園待機児童数（ 4 ／1 国基準） 0 人 0 人

育児休業明け入園予約申込みに対する利用児童
数の割合

ー 1 0 0 %

入園申込みのオンライン申請率 7 % 8 0 %

エプ ロン・ 手口ふき のサブ スク に関する保護者満
足度

ー 9 0 %
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再定義の視点
◆

◆

未就学児への支援を 充実さ せる こ と で仕事と 家庭の両立が図ら れ、 市民のワーク ラ イ フ バラ ン ス

の向上、 女性の活躍推進の実現につながり ます。

施設整備を 進めていく こ と で、 健全な行財政運営につながり 、 ゼロ カ ーボン シティ の実現に

寄与し ます。

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

地域ぐ る みでこ ども を 育てまし ょ う 。

保育士の多様な働き 方を 支援し まし ょ う 。

子育てに関する 手続き にオンラ イ ン申請を 利用し まし ょ う 。

●公民連携の推進
■ 保育人材確保のための、 保育施設の見学や就職相談会を 私立保育園と 連携・ 協力し なが

ら 進める こ と で市全体の保育環境の向上が図ら れます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

■

保護者が、 育児休業から 復職さ れたタ イ ミ ン グで入園が希望どおり 実現する こ と で 、 仕

事と 子育ての両立の一歩が図ら れ、 子育て世代の定住につながり ます。

多様な働き 方やラ イ フ スタ イ ルが広まる 中で 、 いつでも ど こ から でも 子育てに関する 手

続き がオン ラ イ ン で行えたり 、 手ぶら で登園ができ る こ と で 、 子育て世代が便益を 感じ

定住率向上が期待でき ます。

未来の保育士を めざす若者を 対象に、 保育施設の見学や就職相談会を 開催し 地域で保育

士の夢を 実現でき るよ う 支援するこ と で、 若者の定住が期待でき ます。

横断的取組
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

１ ． 輝く こ ども たち  【 子育て・ 教育】

③学校教育の充実

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

●

こ ど も たち の抱える 困難が、 多様化・ 複雑化し ており 、 地域社会の教育力の向上が求めら れ

ています。

様々な要因から 不登校児童生徒数が増加し ており 、 こ ど も たち が安全で安心し て学習でき る

環境の整備が引き 続き 必要です。

こ ども たちの健康課題が多様化し 、生活環境の変化が健康に与える影響が顕著になっ ています。

生活の多様化に伴い、 偏っ た栄養摂取や不規則な食事など 、 こ ど も たち の食生活には様々な

課題がみら れます。

学校施設（ 校舎・ 体育館等）の老朽化が進んでいる ため、 大規模な災害が発生し た際に、 学校

施設が使用でき なく なる 可能性があり ます。

学校における ICT の効果的な活用を 進める と と も に、 教育データ を 効果的に利活用し 、 エ ビ

デン スに基づいた取組や施策に生かし ていく 必要があり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

●

こ ども たち の主体性や創造力を 育み、 持続可能な社会の創り 手の育成を 図る 必要があり ます。

地域と 学校の連携・ 協働体制の構築の取組である コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活

動の一体的な取組を 更に進める 必要があり ます。

学校における健康教育・ 安全教育を 更に推進し ていく 必要があり ます。

学校給食を 通し て、「 食」に関する 正し い知識や情報を 学習し 、 自ら 判断でき る 能力を 身に付

ける こ と を 更に進めていく 必要があり ます。

大規模な災害が発生し た際に備え、 こ ど も たち が安全で安心し て教育を 受ける こ と ができ る

よ う 学校施設の防災機能強化を 図る必要があり ます。

学校における ICT の効果的な活用を 進める と と も に、 教育データ を 効率的に活用し 、 学習指

導や校務の効率化を 図る 必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

全てのこ ども が夢と 希望を持ち、 安全で安心し て学ぶこ と ができ るまち
　 家庭や地域、 学校が協働し 、 それぞれの教育力を 高め合い、 全てのこ ど も たち が安全で安心し て

生活し 、 社会の中で自立し よ う と 意欲的に学ぶこ と のでき る より 良い教育環境を つく り ます。

■ 主な取組

●

●

●

コ ミ ュ ニティ ・ スク ールの充実を 図り 、 地域と と も にある学校づく り を 進めます。

夢と 希望を 持ち、 可能性を 最大限に発揮でき る よ う 、 ICT の活用等によ り 個別最適な学びと

協働的な学びの一層の充実を 図り ます。

安全安心な学びの場を保障し 、 誰一人取り 残さ ない不登校児童生徒支援等の取組を推進し ます。

こ ども たち の健康的な生活習慣の確立に取り 組みます。

給食だよ り で給食のレ シピ を 掲載する など、 食育に関し ての啓発に取り 組みます。

非構造部材（ 内外装材、 照明設備等）の耐震化対策に取り 組み、 学校施設の防災機能を 強化し

ます。

データ の利活用によ り 指導力の向上や校務の効率化を 図り ます。

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

若者・ 福祉 公民連携

公民連携

公民連携
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1 .  輝く こ ども たち

再定義の視点
◆

◆

◆

◆

コ ミ ュ ニテ ィ ・ スク ールと 地域学校協働活動を 一体的に推進する こ と で、 学校を 核と し た地

域づく り につながり ます。

学校施設の防災機能を 強化する こ と は、 避難所の防災機能強化にも つながっ ています。

校務の効率化を 図る こ と で、 こ ど も たち と 向き 合う 時間が増加し 、 こ ど も たち の豊かな成長

につながり ます。

家庭や地域、 学校が連携協力し ながら 、 一体と なっ て地域のこ ど も たち を 育むこ と によ り 、

こ ども の豊かな育ち を 確保する と と も に、 地域の絆を 強め、 地域づく り の担い手を 育てます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市教育大綱

松阪市教育ビ ジョ ン

松阪市学校施設等長寿命化計画

●公民連携の推進
■

■

災害や緊急時を 想定し た献立に非常時用に提供さ れる 食品の活用を 図り ます。

大学や企業と の連携を 生かし 、 より 良い学びの環境づく り を 進めます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

「 学び」を 通じ て人々の「 つながり 」や「 かかわり 」を 作り 出すこ と で、 自己実現や積極的な

社会参画につながり ます。

ICT 先進地「 まつさ か」と し てのモデルを 創出し 全国に発信し ます。

横断的取組

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

「 将来の夢や目標を 持っている」と 回答し た児童生
徒の割合

ばえいとからちど「」るまはて当「、で査調況状習学・力学国全※
　 当てはまる」と 回答した児童生徒の割合

7 4 .2 % 8 0 .0 %

「 自分にはよいと ころ がある」と 回答し た児童生徒
の割合

ばえいとからちど「」るまはて当「、で査調況状習学・力学国全※
　 当てはまる」と 回答した児童生徒の割合

8 3 .1 % 8 7 .0 %

学級満足度尺度調査（ Q -U ）の満足度
※学校生活・ 活動に満足し 、意欲的に取り 組んでいるこどもたち
　 の割合

6 7 .0 % 6 9 .0 %

「 毎日朝食を食べている」と 回答し た児童生徒の割合 小9 2 .8％ 中9 1 .0％ 小9 6 .0％ 中9 2 .0％

むし 歯のない児童生徒の割合 小5 9 .8 %  中6 5 .5 % 小6 9 .5 %  中7 1 .5 %

食文化や行事食などの給食献立回数 3 5 回 5 0 回

非構造部材の耐震対策実施済学校の割合 2 5 .5 % 3 8 .3 %

教育データ の利活用を 通じ て、 学習指導や校務
効率化に取り 組んだ学校の割合

ー 8 0 .0 %
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

家庭・ 地域・ 学校が一丸と なっ て児童生徒の教育に取り 組みまし ょ う 。

学校支援ボラ ン テ ィ アに参加し 、 登下校の見守り や本の読み聞かせなど に関わっ たり 、 農業

体験や職場体験学習、 探究的な学習に協力し たり し まし よう 。

体調管理や健康増進に努め、 健康について自ら 考え実践し ていき まし ょ う 。

こ ども と 過ごす時間を 大切にし まし ょ う 。
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